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	応用
	抗原情報
	背景
	CDK活性化キナーゼ（CAK）酵素複合体の触媒サブユニットであるCDK7を制御します。CAKは、スレオニンリン酸化によってサイクリン関連キナーゼCDK1、CDK2、CDK4、およびCDK6を活性化します。コアTFIIH基底転写因子と複合体を形成したCAKは、その大サブユニット（POLR2A）の反復C末端ドメイン（CTD）のセリンリン酸化によってRNAポリメラーゼIIを活性化し、プロモーターからの離脱と転写産物の伸長を可能にします。細胞周期制御およびRNAポリメラーゼIIによるRNA転写に関与しています。その発現と活性は細胞周期を通じて一定です。
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	Cyclin H 抗体を使用した、Jurkat、K562、Hela、および 3T3 溶解物中の Cyclin H のウエスタン ブロット分析。

